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■避難道 生死分けた選択 名取市閖上 ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

名取市の閖上大橋たもとの５差

路付近 津波が襲い 渋滞の車な

どが押し流された。奥の閖上小

屋上には、避難した住民の姿が

見える‖2011年３月 日

末
末
末
末
末
末

地
元
を
熟
知

と
っ
さ
に
裏
道

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
名
取
市
閖
上
地
区
。
周
辺
の
主
要
道
路
は
地
震
後
、
避

難
す
る
人
の
車
で
渋
滞
し
た
。
近
く
に
高
台
は
な
い
。
当
時
、
閖
上
に
住
ん
で
い
た
ア
ル
バ
イ
ト
三
浦
修
さ
ん

‖
名
取
市
増
田
‖
は
、
仙
台
東
部
道
路
へ
の
避
難
を
決
断
、
と
っ
さ
に
裏
道
を
選
ん
で
車
を
走
ら
せ
て
渋

滞
を
く
ぐ
り
抜
け
た
。
車
ご
と
流
さ
れ
た
犠
牲
者
も
多
い
。
避
難
道
の
選
択
が
生
死
を
分
け
た
。

伝
え
る

地
震
が
発
生
し
た
時
、
妻
と
名
取

市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
い

ま
し
た
。
自
宅
が
心
配
で
、
車
で
自

宅
に
戻
っ
た
の
が
午
後
３
時
半
ご

ろ
。
家
自
体
は
大
丈
夫
で
し
た
が
、

中
は
足
の
踏
み
場
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

自
宅
に
帰
る
途
中
、
南
北
に
走
る

県
道
塩
釜
亘
理
線
は
既
に
混
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
の
道
路
は
、
閖
上
中
の

前
を
通
る
市
道
と
市
役
所
方
面
に
向

か
う
県
道
閖
上
港
線
の
２
本
と
閖
上

大
橋
の
た
も
と
で
交
わ
り
、
５
差
路

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
交
差
点

周
辺
が
も
の
す
ご
く
渋
滞
し
て
い
ま

し
た
。

閖
上
大
橋
で
事
故
が
あ
っ
た
の
に

加
え
、
信
号
が
壊
れ
た
か
ら
だ
と
聞

い
て
い
ま
す
。
自
宅
は
５
差
路
か
ら

南
西
へ
７
０
０
㍍
ほ
ど
で
す
。

地
域
の
避
難
場
所
は
閖
上
小
で
し

た
。
で
も
、
そ
こ
に
避
難
し
よ
う
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
道
路
は
渋
滞
だ

っ
た
し
、
い
つ
津
波
が
来
る
か
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
高
い
場
所
、
高
い
場

所
…
と
考
え
、
東
部
道
路
に
逃
げ
よ

う
と
決
め
た
ん
で
す
。

名
取
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

ま
で
１
㌔
弱
。
隣
近
所
に
も
「
東
部

道
路
に
逃
げ
よ
う
」
と
声
を
掛
け
ま

し
た
。
で
も
、
渋
滞
し
て
い
た
の
で

多
く
の
人
は
「
歩
い
て
避
難
す
る
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

妻
と
息
子
を
車
に
乗
せ
て
家
を
出

ま
し
た
。
自
宅
前
の
県
道
塩
釜
亘
理

線
は
混
ん
で
い
ま
し
た
が
、
車
列
の

間
を
抜
け
、
細
い
裏
道
に
入
っ
た

ん
で
す
。
地
元
の
人
し
か
分
か
ら
な

い
よ
う
な
田
ん
ぼ
道
。
難
な
く
名
取

Ｉ
Ｃ
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
ま
れ
育
っ
た
土
地
だ
か
ら
、
抜

け
道
を
知
っ
て
い
た
。
情
報
を
持
っ

て
い
る
か
、
い
な
い
か
。
そ
れ
が
分

か
れ
目
に
な
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
東
部
道
路
は
通
行
止

め
で
、
バ
ー
が
降
り
て
い
て
入
れ
な

い

通
行
止
め
だ
っ
た
た
め
か

車
は

あ
ま
り
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
に
い

た
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
が
、
職
員
に

す
ご
い
け
ん
ま
く
で
怒
鳴
っ
て
い
ま

し
た

何
や
っ
て
る
ん
だ
！

さ
っ

さ
と
開
け
ろ

っ
て

迫
力
に
押
さ
れ

て
か
、
職
員
が
バ
ー
を
開
け
た
ん
で

す
よ
。
そ
れ
で
東
部
道
路
に
入
れ
た
。

ぎ
り
ぎ
り
で
し
た
。
す
ぐ
津
波
が

来
ま
し
た
か
ら
。
東
部
道
路
を
通
行

止
め
に
せ
ず
、
避
難
場
所
と
し
て
開

放
す
れ
ば
、
も
っ
と
助
か
っ
た
命
が

あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

夜
は
東
部
道
路
で
、
閖
上
の
火
災

を
ぼ
う
ぜ
ん
と
見
な
が
ら
、
車
で
一

晩
過
ご
し
ま
し
た
。
翌
日
戻
る
と
、

自
宅
は
津
波
を
か
ぶ
っ
た
上
に
焼
け

落
ち
て
い
ま
し
た
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末

■ 日に津波浸食、堆積物の講演

会 日午後２時 分、仙台市青葉

区の ホテル仙台。日本応用地

質学会東北支部主催。

東北大大学院理学研究科の箕浦幸

治教授が、東日本大震災の津波によ

る地表の浸食などをテーマに講演す

る。津波堆積物の実物を示した解説

なども行う。参加無料。定員130人。

会場ロビーでは午後１時から、津

波堆積物のはぎ取り標本や仙台平野

の立体地形図などの展示もある。

連絡先は日本応用地質学会東北支

部事務局022（237）0471。

次回の防災・減災のページは、６月 日が休刊日のため、

日朝刊に掲載します。

東日本大震災の大津波の後、流出した油に引火し、気仙沼湾全体が火の海となった

‖2011年３月 日午後６時５分ごろ

■津波火災 発生のメカニズム ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

プ
ロ
パ
ン
・
車
・
油

漂
流
し
延
焼
拡
大

考
え
る

海

の
油
吸
っ
た
木

ろ
う
そ
く
の
芯

に
気仙沼湾

気
仙
沼
湾
で
流
失
し
た
タ
ン
ク
の
６
割
は
、
中
身
が

船
の
燃
料
に
使
わ
れ
る
重
油
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
重
油

は
軽
油
や
ガ
ソ
リ
ン
に
比
べ
て
引
火
点
が
高
く
、
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
の
火
を
当
て
て
も
着
火
し
に
く
い
性
質
を
持

つ
。

気
仙
沼
湾
の
延
焼
の
謎
を
解
く
た
め
、
松
山
賢
東
京

理
科
大
准
教
授
（
建
築
環
境
・
設
備
）
は
、
重
油
で
覆

っ
た
海
水
に
、木
材
を
浮
か
べ
て
模
型
実
験
を
行
っ
た
。

火
を
近
づ
け
る
と
最
初
に
木
材
が
燃
え
だ
し
、
８
分

後
に
は
油
全
体
に
火
が
回
っ
た
。
油
を
吸
っ
た
木
材
が

ろ
う
そ
く
の
芯
の
役
割
を
果
た
し
、
気
化
し
た
油
と
と

も
に
燃
え
た
後
、
放
射
熱
に
よ
る
温
度
上
昇
で
油
の
蒸

発
が
促
さ
れ
、
引
火
点
を
超
え
て
燃
え
広
が
っ
た
と
分

析
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
が
発
生
し
た
２
０

１
１
年
３
月

日
、
気
仙
沼
湾
は
火
の
海
と
化

し
た
。
岩
手
県
大
槌
町
や
山
田
町
、
石
巻
市
な

ど
浸
水
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部
で
も
市
街
地
や

山
林
で
火
災
が
起
き
た
。
大
量
の
海
水
に
家
屋

や
車
が
押
し
流
さ
れ
る
中
で
、
な
ぜ
燃
え
広
が

っ
た
の
か
。
「
津
波
火
災
」
の
解
明
が
進
ん
で

い
る
。

日
本
火
災
学
会
東
日
本
大
震
災
調

査
委
員
会
な
ど
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
震
災
に
伴
う
津
波
火
災
の
発
生

件
数
は
、
青
森
６
件
、
岩
手

件
、

宮
城

件
、
福
島
４
件
。
警
察
庁
の

調
べ
で
焼
死
者
（
内
陸
部
の
地
震
火

災
を
含
む
）
は
、
岩
手

人
、
宮
城

人
、
福
島
４
人
だ
っ
た
。

複
数
の
研
究
者
に
よ
る
と
、
火
災

の
多
く
は
漂
流
物
の
衝
突
や
電
気
系

統
か
ら
火
花
が
発
生
し
、
可
燃
性
ガ

ス
に
引
火
し
た
と
み
ら
れ
る
。

可
燃
性
ガ
ス
の
発
生
原
因
は
三
つ

に
大
別
さ
れ
る
。
一
つ
は
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
。
津
波
で
家
庭
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ

の
配
管
が
外
れ
、
ガ
ス
を
噴
出
し
た

ま
ま
漂
流
し
た
。
各
地
で
爆
発
音
と

と
も
に
、
家
屋
や
建
材
が
燃
え
上
が

る
様
子
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
。

二
つ
目
は
自
動
車
。
建
造
物
に
ぶ

つ
か
っ
た
り
、
自
動
車
同
士
が
衝
突

し
た
り
し
て
、
揮
発
性
の
高
い
ガ
ソ

リ
ン
が
漏
れ
た
。
石
巻
市
の
門
脇
小

校
舎
、
陸
前
高
田
市
の
気
仙
小
体
育

館
の
火
災
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
当
た

る
と
み
ら
れ
る
。

最
後
は
油
貯
蔵
タ
ン
ク
。
津
波
に

よ
っ
て
タ
ン
ク
が
倒
壊
し
、
大
量
の

油
が
海
上
に
漂
っ
た
。
気
仙
沼
市
で

は
、

基
中

基
の
タ
ン
ク
が
津
波

に
流
さ
れ
、
広
範
囲
で
火
の
手
が
上

が
っ
た
。

火
災
が
発
生
し
た
箇
所
で
は
、
２

次
避
難
し
て
危
機
を
脱
し
た
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
門
脇
小
で
は
、
教
員
と
住

民
が
裏
山
に
板
を
渡
し
て
移
動
し

た
。
山
田
町
の
田
の
浜
地
区
で
は
避

難
場
所
に
火
の
手
が
迫
り
、
高
台
に

再
避
難
し
た
。
一
方
、
大
槌
町
で
は

浸
水
、焼
失
し
た
家
屋
の
２
階
か
ら
、

住
民
の
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
。

北
後
明
彦
神
戸
大
教
授
（
防
火
・

避
難
計
画
）
は
、
地
形
に
よ
る
延
焼

の
違
い
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、

リ
ア
ス
式
海
岸
を
中
心
に
斜
面
や

堤
防
な
ど
、
流
失
家
屋
が
堆
積
す
る

地
域
は
延
焼
し
や
す
く
、
流
失
家
屋

が
拡
散
す
る
平
野
部
で
は
、
火
災
が

小
規
模
に
と
ど
ま
る
傾
向
が
あ
っ

た
。北

後
教
授
は
「
危
険
物
の
集
積
地

に
近
く
、
木
造
住
宅
が
密
集
す
る
地

区
は
、
特
に
人
命
の
危
険
性
が
高
い
」

と
指
定
し
た
上
で
、
「
普
段
か
ら
津

波
避
難
ビ
ル
や
家
屋
の
上
階
か
ら
の

２
次
避
難
ル
ー
ト
、
建
物
内
で
の
安

全
域
と
消
火
手
段
を
検
討
し
て
お
く

べ
き
だ
」
と
話
す
。

早期 震警報システ 有効性 教訓

地

波
把
握
へ
情

併
用
瞬
時
に

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄 又又又又又又又又 沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

も
と
さ
か
・
ま
さ
と
氏

茨
城
県
出
身
。
東

北
大
大
学
院
工
学
研
究
科
修
了
。
鹿
島
を
経
て

年
東
北
大
助
教
授
、

年
教
授
。
東
北
大
災

害
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
を
歴
任
し
、

年
４
月
か
ら
災
害
科
学
国
際
研
究
所
教
授
。
専

門
は
地
震
工
学
、
地
震
防
災
。

歳
。

宮城県沖を震源とした場合の緊急地震速報と 震源に近い観測点の波

形情報を併用したリアルタイム地震動予測のイメージ

探

る

東
北

教
授

源
栄

正
人

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
地
震

動
特
性
と
建
物
被
害
の
関
係
に
着
目

し
た
観
測
記
録
の
分
析
と
と
も
に
大

き
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
、
早
期
地
震
警
報
シ
ス
テ
ム

の
研
究
だ
。
緊
急
地
震
速
報
を
導
入

し
て
い
る
学
校
や
工
場
で
の
作
動
や

利
活
用
状
況
を
調
査
し
、
シ
ス
テ
ム

の
発
展
に
向
け
た
提
案
を
し
て
い

る
。研

究
の
一
環
で
、
仙
台
市
、
大
崎

市
、
白
石
市
な
ど
の
小
中
学
校
に
速

報
を
受
信
し
、
校
内
放
送
す
る
機
材

を
設
置
し
て
い
た
。
震
災
で
仙
台
市

の
鶴
ケ
谷
小
は
大
き
な
揺
れ
の

秒

前
、
長
町
小
で
は

秒
前
に
地
震
警

報
が
自
動
放
送
さ
れ
た
。
大
崎
市
の

古
川
三
小
は

秒
前
、
白
石
市
の
白

石
中
は

秒
前
に
緊
急
地
震
速
報
を

受
信
し
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
。

い
ず
れ
も
机
の
下
な
ど
へ
の
避
難

行
動
に
つ
な
が
っ
た
。
げ
た
箱
や
大

型
金
庫
が
転
倒
し
た
学
校
で
も
、
人

的
被
害
は
無
く
、
シ
ス
テ
ム
の
有
用

性
が
実
証
さ
れ
た
。

地
震
対
策
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

る
宮
城
県
大
衡
村
の
半
導
体
工
場
で

は
、
２
０
０
８
年
の
岩
手
・
宮
城
内

陸
地
震
の
際
に
、
敷
地
地
震
計
と
緊

急
地
震
速
報
の
連
動
に
よ
る
「
リ
ア

ル
タ
イ
ム
地
震
防
災
シ
ス
テ
ム
」
が

機
能
し
、最
小
限
の
被
害
で
済
ん
だ
。

今
回
の
震
災
で
も
人
的
被
害
は
無

く
、
建
物
、
設
備
も
小
規
模
の
被
害

に
と
ど
ま
っ
た
。
各
種
防
災
シ
ス
テ

ム
は
、
Ｓ
波
到
達
直
後
、
揺
れ
が
最

大
に
な
っ
た
時
刻
前
に
動
作
完
了
し

た
も
の
の
、
巨
大
地
震
対
応
の
課
題

も
浮
か
び
上
が
っ
た
。
震
源
地
が
広

範
囲
に
及
ぶ
巨
大
地
震
で
は
、
大
地

震
が
数
回
連
続
し
て
発
生
す
る
よ
う

な
性
質
を
も
つ
た
め
、
Ｐ
波
の
予
測

が
追
従
で
き
な
か
っ
た
。

予
測
精
度
向
上
の
た
め
に
は
、
敷

地
地
震
計
と
緊
急
地
震
速
報
の
併
用

シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、
地
域
で
の
観

測
網
を
整
備
・
併
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
震
源
に
近
い
観
測
点
に
お
け
る

波
形
情
報
を
活
用
し
、
ど
の
よ
う
な

性
質
の
地
震
波
が
向
か
っ
て
き
て
い

る
か
を
瞬
時
に
把
握
す
る
こ
と
が
有

効
だ
‖
図
解
‖
。

東
北
大
は
、
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利
用

し
た
緊
急
地
震
速
報
の
受
配
信
シ
ス

テ
ム
を
持
っ
て
い
る

震
災
で
は

放

送
が
流
れ
た
部
局
と
流
れ
な
か
っ
た

部
局
が
あ
っ
た
。
原
因
は
自
動
放
送

の
実
施
を
、
気
象
庁
の
第
１
報
だ
け

で
判
断
す
る
の
か
、
第
２
報
以
降
も

含
め
る
の
か
と
い
う
設
定
の
違
い
だ

っ
た
。
設
定
確
認
の
重
要
性
と
い
う
、

シ
ス
テ
ム
運
用
上
の
教
訓
を
得
た
。

震
災
発
生
当
時
、
私
が
い
た
青
葉

山
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
研
究
棟

階
の

教
授
室
に
は
放
送
が
流
れ
た
。
３
分

も
の
長
い
揺
れ
で
、
固
定
し
て
い
た

本
棚
が
両
側
か
ら
倒
れ
て
き
た
が
、

大
型
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
も
ぐ
っ
て
い

た
た
め
、
事
な
き
を
得
た
。

平成２４年( 年)５月１１日(金曜日)(１５) 平成２４年( 年)５月１１日(金曜日)(１５)

(C)河北新報社


